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(57)【要約】
　本発明は、高周波熱治療用電極装置に係り、本発明の
一実施形態によれば、取っ手の前方に電極針が備えられ
、電極針で発生する高周波熱で病変部位を焼灼して壊死
させる高周波熱治療用電極装置において、取っ手と電極
針との間に所定の硬度を持ちながら折れ曲がり変形の容
易なフレキシブル管が備えられ、内視鏡のワーキングチ
ャネルに沿って病変部位まで挿入でき、電極針の内部に
冷却ラインが備えられることを特徴とするフレキシブル
管が備えられる高周波熱治療用電極装置が提供される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　取っ手の前方に電極針が備えられ、前記電極針で発生する高周波熱で病変部位を焼灼し
て壊死させる高周波熱治療用電極装置において、
　前記取っ手と前記電極針との間にフレキシブル管が備えられ、折れ曲がり変形が容易で
あることを特徴とするフレキシブル管が備えられる高周波熱治療用電極装置。
【請求項２】
　前記フレキシブル管は、
　前記取っ手の移動によって前記電極針が内視鏡のワーキングチャネルに沿って病変部位
の組織に挿入できるように、所定の硬度を持つことを特徴とする請求項１に記載のフレキ
シブル管が備えられる高周波熱治療用電極装置。
【請求項３】
　前記電極針は、シース管の内部に収容され、使用時に前記シース管の外部に先端部が露
出されることを特徴とする請求項１または２に記載のフレキシブル管が備えられる高周波
熱治療用電極装置。
【請求項４】
　前記シース管の内部に電極ラインが備えられ、前記電極ラインの先端は前記電極針の外
周面の一側に連結されることを特徴とする請求項３に記載のフレキシブル管が備えられる
高周波熱治療用電極装置。
【請求項５】
　前記取っ手は、把持部と、前記把持部の内部に摺動自在の摺動部とを備えて形成され、
前記シース管は、前記摺動部と共に移動できることを特徴とする請求項３または４に記載
のフレキシブル管が備えられる高周波熱治療用電極装置。
【請求項６】
　前記電極針の内部に冷却水を循環供給するための冷却水循環ブロックが前記取っ手の内
部一側に備えられることを特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記載のフレキシブ
ル管が備えられる高周波熱治療用電極装置。
【請求項７】
　前記冷却水循環ブロックは、
　冷却水供給管及び冷却水排出管が連結され、その内部に冷却水供給路及び冷却水排出路
が形成される第１ブロックと、前記第１ブロックの一側に結合され、前記冷却水供給路と
連通して前記冷却水排出路が延設される第２ブロックと、前記第２ブロックの一側に結合
され、前記冷却水排出路と連通される第３ブロックと、を備えて形成されることを特徴と
する請求項６に記載のフレキシブル管が備えられる高周波熱治療用電極装置。
【請求項８】
　前記冷却水循環ブロックの一側には、冷却水供給のために前記電極針の内部に延びるガ
イド管が結合されることを特徴とする請求項６または７に記載のフレキシブル管が備えら
れる高周波熱治療用電極装置。
【請求項９】
　前記ガイド管の内部一側に温度測定センサーが備えられることを特徴とする請求項８に
記載のフレキシブル管が備えられる高周波熱治療用電極装置。
【請求項１０】
　前記フレキシブル管と前記取っ手との間に押し棒が備えられることを特徴とする請求項
１から９のいずれか一項に記載のフレキシブル管が備えられる高周波熱治療用電極装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、身体器官の癌組織など病変部位を高周波で加熱することで焼灼して壊死させ
る高周波熱治療用電極装置に係り、さらに詳細には、内視鏡のワーキングチャネルに沿っ
て挿入できるように、十分な硬度を持ちながら折れ曲がり変形の容易なフレキシブル管が
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備えられる高周波熱治療用電極装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に身体器官、例えば、肝のような器官に癌組織などが発生すれば、非手術的な方
法や外科的な手術によって治療している。
【０００３】
　この時、外科的な手術は、主に病変部位の身体を切除せねばならないため、その部位が
非常に広くて大きい傷あとを残し、また長い療養期間を要するなどの問題がある。
【０００４】
　また、癌組織などの再発可能性があり、再発した場合には再手術せねばならないため、
患者に苦痛はもとより経済的負担及び危険性の大きい短所がある。
【０００５】
　よって、最近は非手術的な方法、例えば、経動脈化学索術、経皮的エタノール注入法、
全身的抗癌化学療法、局所的熱治療などが用いられており、このうち、局所的熱治療が短
期治療成績や長期的生存率の向上に最も効果的であると知られている。
【０００６】
　局所的熱治療には、高周波熱治療、マイクロウエーブ焼灼術、レーザー焼灼術などがあ
り、このうち、高周波による解熱の治療料が最も効果的に用いられている。
【０００７】
　ここで、高周波熱治療は、身体器官、例えば、肝に癌組織が発生する場合、これを切除
せずに癌組織のみを高周波熱によって焼灼して壊死させる治療方法である。
【０００８】
　このような高周波熱治療のための電極装置は、施術者が把持する取っ手の前方に電極針
が組み立てられ、電極針には高周波を供給する電極ラインが連結される。
【０００９】
　そして、施術者は、電極針を身体器官の癌組織のような病変部位を貫通するように挿入
した後、高周波発生機から高周波を電極針に供給し、高周波熱によって病変部位を焼灼し
て壊死させる治療を行うようになる。
【００１０】
　一方、医療分野で内視鏡は、例えば、体腔などの管状器官内に細長い挿入部を挿入する
ことで大腸などの臓器を観察するものであり、必要に応じては内視鏡のワーキングチャネ
ル内に挿入される処置具を用いて各種医療的処置を行う。
【００１１】
　この時、内視鏡のワーキングチャネルを用いて高周波熱治療を行うためには、ワーキン
グチャネルに沿って病変部位まで電極針を挿入する必要があるが、従来の電極針は本体す
べてがステンレススチールなどの金属材質からなるため柔軟性が劣り、人体内の管状器官
の形態に沿って折れ曲がるワーキングチャネル内に挿入し難い。
【００１２】
　また、このような問題点を解決するために、電極針の本体をポリマーなどの柔軟な材質
で製作する場合、電極針を病変部位まで移動させて組織に差し込むための圧入力が十分に
伝達されないという問題がある。
【００１３】
　さらに、高周波熱治療時、高周波摩擦熱によって組織が凝固して壊死される過程で、熱
によって組織内の水分も共に蒸発するが、これによって電極針の先端に病変部位が焦げつ
く炭化現象が発生する。
【００１４】
　このような電極針の炭化現象は電極針の高周波通電障害を発生させて病変部位の焼灼を
困難にし、電極針の分離作業も困難にする問題を引き起こすところ、熱による組織内の水
分蒸発をなるべく抑制せねばならない。
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　本発明は、前述したような問題を解決するためになされたものであり、本発明の一実施
形態は、取っ手の前方に電極針が備えられ、電極針で発生する高周波熱で病変部位を焼灼
して壊死させる高周波熱治療用電極装置において、取っ手と電極針との間に所定の硬度を
持ちながら折れ曲がり変形の容易なフレキシブル管が備えられ、内視鏡のワーキングチャ
ネルに沿って病変部位まで挿入でき、電極針の内部に冷却ラインが備えられることを特徴
とする、フレキシブル管が備えられる高周波熱治療用電極装置に関する。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明の望ましい一実施形態によれば、取っ手の前方に電極針が備えられ、電極針で発
生する高周波熱で病変部位を焼灼して壊死させる高周波熱治療用電極装置において、取っ
手と電極針との間にフレキシブル管が備えられ、折れ曲がり変形が容易であることを特徴
とするフレキシブル管が備えられる高周波熱治療用電極装置が提供される。
【００１７】
　ここで、フレキシブル管は、取っ手の移動によって電極針が内視鏡のワーキングチャネ
ルに沿って病変部位の組織に挿入できるように、所定の硬度を持つことが望ましい。
【００１８】
　また、電極針は、シース管の内部に収容され、使用時にシース管の外部に先端部が露出
される。
【００１９】
　このとき、シース管の内部に電極ラインが備えられ、電極ラインの先端は電極針の外周
面の一側に連結される。
【００２０】
　また、取っ手は、把持部と、把持部の内部に摺動自在の摺動部とを備えて形成され、シ
ース管は、摺動部と共に移動できる。
【００２１】
　一方、電極針の内部に冷却水を循環供給するための冷却水循環ブロックが取っ手の内部
一側に備えられる。
【００２２】
　このとき、冷却水循環ブロックは、冷却水供給管及び冷却水排出管が連結され、その内
部に冷却水供給路及び冷却水排出路が形成される第１ブロックと、第１ブロックの一側に
結合され、冷却水供給路と連通して冷却水排出路が延設される第２ブロックと、第２ブロ
ックの一側に結合され、冷却水排出路と連通される第３ブロックと、を備えて形成される
。
【００２３】
　また、冷却水循環ブロックの一側には、冷却水供給のために電極針の内部に延びるガイ
ド管が結合される。
【００２４】
　そして、ガイド管の内部一側には温度測定センサーが備えられることが望ましい。
【００２５】
　一方、フレキシブル管と取っ手との間に押し棒がさらに備えられる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の一実施形態によるフレキシブル管が備えられる高周波熱治療用電極装置
の斜視図である。
【図２】本発明の一実施形態によって冷却水が電極針に供給される態様を示す概路図であ
る。
【図３】本発明の一実施形態によって電極針から冷却水が回収される態様を示す概路図で
ある。
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【図４】本発明の一実施形態によるフレキシブル管が備えられる高周波熱治療用電極装置
の使用状態図である。
【図５】本発明の他の実施形態によるフレキシブル管が備えられる高周波熱治療用電極装
置の使用状態図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、本発明の一実施形態によるフレキシブル管が備えられる高周波熱治療用電極装置
の望ましい実施形態を、添付した図面を参照して説明する。この過程で図面に図示された
線の厚さや構成要素のサイズなどは、説明の明瞭性及び便宜のために誇張して図示されて
いる。
【００２８】
　また、後述する用語は、本発明での機能を考慮して定義された用語であり、これは、ユ
ーザ、運用者の意図または慣例によって変わりうる。したがって、これらの用語について
の定義は、本明細書全般の内容に基づいてなさらねばならない。
【００２９】
　同時に、以下の実施形態は、本発明の権利範囲を限定するものではなく本発明の請求範
囲に提示された構成要素の例示的な事項に過ぎず、本発明の明細書全般の技術思想に含ま
れ、特許請求の範囲の構成要素で均等物として置換可能な構成要素を含む実施形態は、本
発明の権利範囲に含まれる。
【００３０】
　図１は、本発明の一実施形態によるフレキシブル管が備えられる高周波熱治療用電極装
置の斜視図である。
【００３１】
　図１に示したように、本発明の一実施形態によるフレキシブル管が備えられる高周波熱
治療用電極装置１０は、取っ手２０の前方に電極針５０が備えられ、電極針５０で発生す
る高周波熱で病変部位を焼灼して壊死させる医療装備であり、取っ手２０と電極針５０と
の間にフレキシブル管４０が備えられて折れ曲がり変形が容易である。
【００３２】
　ここで、取っ手２０は、施術者が把持する把持部２１と、把持部２１の内部に摺動自在
の摺動部２２とを備えて形成される。
【００３３】
　また、摺動部２２の先端には、把持部２１の一側に結合された金属材質の押し棒３０が
突出し、押し棒３０の先端にはフレキシブル管４０の終端が結合され、フレキシブル管４
０の先端には電極針５０の終端が結合される。
【００３４】
　この時、押し棒３０は、施術者が把持して挿入方向を調節して力を加える部位であり、
電極針５０を病変部位まで移動させる一方、電極針５０が組織内部に挿入されるように圧
入力を伝達する役割を行い、例えば、ステンレススチールなどの十分な強度を持つ材質か
らなることが望ましい。
【００３５】
　また、フレキシブル管４０は押し棒３０から力を伝達され、電極針５０を押しつつ、例
えば、内視鏡のワーキングチャネル（図示せず）に沿って折れ曲がって挿入できる。
【００３６】
　この時、フレキシブル管４０は、電極針５０が病変部位の組織を差し入れるように、押
し棒３０から伝達された力を電極針５０に伝達する。
【００３７】
　よって、フレキシブル管４０は、例えば、ＰＥＥＫ（Ｐｏｌｙｅｔｈｅｒ Ｅｔｈｅｒ 
Ｋｅｔｏｎｅ）などの所定の硬度を持ち、かつ折り曲げられる合成樹脂材からなることが
望ましい。
【００３８】
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　さらに、電極針５０は、病変部位の組織に挿入された状態で高周波を放射し、周辺の組
織を凝固させて壊死させることで、例えば、ステンレススチールなどの人体に無害でさび
がつかず、かつ通電可能な金属材質からなることが望ましい。
【００３９】
　この時、電極針５０の一部が絶縁処理されるが、これは、絶縁処理された部分では発熱
が起きないようにして、電極針５０を組織に挿入した時に挿入の深さによって焼灼される
部分と、焼灼されない部分とを区分して施術するためである。
【００４０】
　ここで、押し棒３０とフレキシブル管４０及び電極針５０の内部には中空が形成され、
この中空には電極針５０を冷凍させるための冷却水循環ラインと、冷却水の温度測定のた
めに温度測定センサー５１に連結されるセンサーライン２５と、が備えられる。
【００４１】
　このために、図１に示したように、把持部２１の終端に冷却水供給管２３と冷却水排出
管２４及びセンサーライン２５が連結されるが、冷却水供給管２３を通じて冷却水循環ラ
インに冷却水が供給され、冷却水循環ラインを経た冷却水は、冷却水排出管２４を通じて
外部に排出され、センサーライン２５は、電極針５０の先端部まで延びて温度測定センサ
ー５１に連結される。
【００４２】
　この時、センサーライン２５は、２本の絶縁コーティングされた異種金属ワイヤで形成
され、各ワイヤの先端が半田付けなどの方法によって電気的に連結され、温度測定センサ
ー５１として機能する。
【００４３】
　一方、押し棒３０とフレキシブル管４０及び電極針５０は、柔軟でありながら所定の硬
度を持つ材質のシース管６０によって取り囲まれ、このシース管６０は、摺動部２２の先
端部に結合されて摺動部２２と共に前後方向移動する。
【００４４】
　すなわち、摺動部２２が後方に移動して把持部２１の内部に収容されれば、電極針５０
を覆っているシース管６０も後方に移動し、したがって、シース管６０によって覆われて
いる電極針５０が外部に露出され、病変部位の組織に挿入されて高周波熱治療を進める。
【００４５】
　一方、摺動部２２が把持部２１から前方に移動すれば、シース管６０が前方に移動して
露出された電極針５０を被せ、電極針５０はシース管６０の内部に収容される。
【００４６】
　望ましくは、摺動部２２の先端が内視鏡のワーキングチャネルにルアーロックタイプ（
ｌｕｅｒ ｌｏｃｋ ｔｙｐｅ）に結合され、シース管６０の先端部が病変部位に位置した
時、把持部２１を押してシース管６０から電極針５０を露出させて組織に挿入させた後、
高周波熱治療を施す。
【００４７】
　この時、高周波熱治療が終われば、把持部２１を引き寄せて電極針５０を再びシース管
６０の内部に収容する。
【００４８】
　図２は、本発明の一実施形態によって冷却水が電極針に供給される態様を示す概路図で
あり、図３は、本発明の一実施形態によって電極針から冷却水が回収される態様を示す概
路図であり、冷却水の循環過程の理解を容易にするために、シース管６０及び摺動部２２
の構成を除いて図示したことを明らかにする。
【００４９】
　高周波熱治療時、高周波摩擦熱によって組織が凝固して壊死される過程で、熱によって
組織内の水分も共に蒸発し、これによって電極針５０の先端に病変部位が焦げつく炭化現
象が発生する。
【００５０】
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　このような電極針５０の炭化現象は、電極針５０の高周波通電障害を発生させて病変部
位の焼灼を困難にし、電極針５０の分離作業も困難にする問題を引き起こすところ、熱に
よる組織内の水分蒸発をなるべく抑制せねばならない。
【００５１】
　このために、本発明の一実施形態によってフレキシブル管が備えられる高周波熱治療用
電極装置１０では、電極針５０の内部に冷却水が循環される冷却水循環ラインが形成され
、以下、これについてさらに詳細に説明する。
【００５２】
　図２に示したように、把持部２１の内部一側に冷却水循環ブロック７０が備えられるが
、この冷却水循環ブロック７０は、電極針５０に供給される冷却水と、電極針５０から回
収される冷却水とが混じり合わないように、それぞれの流路を区分する役割を行う。
【００５３】
　この時、冷却水循環ブロック７０は、把持部２１の内部に収容されるように、把持部２
１の形象に対応する形象に形成されることが望ましく、一体に形成でき、望ましくは、少
なくとも一つ以上の合成樹脂材の単位ブロックが集まって冷却水循環ブロック７０をなす
。
【００５４】
　例えば、図２に示したように、全体的に円筒状の第１ブロック７１、第２ブロック７２
及び第３ブロック７３が順次にＵＶポンディングなどの方法で結合されて冷却水循環ブロ
ック７０をなし、各ブロック間の結合部位には漏れ防止のためのパッキング７４が挟み込
まれることが望ましい。
【００５５】
　この時、冷却水循環ブロック７０の最終端には第１ブロック７１が配され、この第１ブ
ロック７１の終端には、冷却水を供給する冷却水供給管２３と、冷却水が排出される冷却
水排出管２４、及び電極針５０の先端部まで延びて温度測定センサー５１に連結されるセ
ンサーライン２５とが連結される。
【００５６】
　そして、第１ブロック７１の内部には、冷却水供給路７５と冷却水排出路７６とが互い
に離隔して形成され、その間にセンサーライン誘導管７７が形成される。
【００５７】
　この時、冷却水供給路７５は冷却水供給管２３と連結され、冷却水排出路７６は冷却水
排出管２４と連結され、センサーライン誘導管７７を通じてセンサーライン２５が第１ブ
ロック７１を横切るようになるが、センサーライン誘導管７７の内壁一側にセンサーライ
ン２５の一側が半田付けなどの方法で固定されることが望ましい。
【００５８】
　第１ブロック７１の前方には第２ブロック７２が備えられ、この第２ブロック７２を横
切って第１ブロック７１からセンサーライン２５が延びる。
【００５９】
　また、第２ブロック７２の内部には空間部が形成され、第１ブロック７１の冷却水供給
路７５がこの空間部に連通され、したがって、冷却水供給路７５に沿って供給される冷却
水は、第２ブロック７２の内部空間部に流れ込む。
【００６０】
　この時、第１ブロック７１から冷却水排出路７６が第２ブロック７２を横切って延設さ
れ、したがって、冷却水供給路７５に沿って第２ブロック７２の内部に誘導された使用前
の冷却水と、冷却水排出路７６に沿って流れる使用後の冷却水は混じり合わずに分離され
た状態に流動する。
【００６１】
　第２ブロック７２の前方に第３ブロック７３が備えられるが、第３ブロック７３の内部
には空間部が形成され、第２ブロック７２の冷却水排出路７６がこの空間部に連通され、
したがって、第３ブロック７３の内部に流れ込んだ使用後の冷却水は、冷却水排出路７６
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を通じて抜け出る。
【００６２】
　また、センサーライン２５をその内部に収容するガイド管８０が第３ブロック７３を横
切るが、ガイド管８０の終端は、第２ブロック７２の空間部に連通するように結合され、
ガイド管８０の先端は、押し棒３０及びフレキシブル管４０を経て電極針５０の先端部ま
で延びる。
【００６３】
　よって、このガイド管８０を通じて第２ブロック７２の使用前の冷却水が電極針５０の
先端部まで供給される。
【００６４】
　図２に示した矢印は、使用前の冷却水の流動を示したものであり、これを参照して使用
前の冷却水の供給過程を再び説明すれば、次の通りである。
【００６５】
　先ず、冷却水供給管２３を通じて供給される使用前の冷却水は、第１ブロック７１の冷
却水供給路７５を経て第２ブロック７２の内部に流れ込む。
【００６６】
　そして、第２ブロック７２から電極針５０の先端部までガイド管８０が連通されるにつ
れて、第２ブロック７２の使用前の冷却水は、ガイド管８０を通じて電極針５０の先端部
に供給されることである。
【００６７】
　一方、図３に示した矢印は、使用後の冷却水の流動を示すものであり、これを参照して
使用後の冷却水の回収過程を説明すれば、次の通りである。
【００６８】
　ガイド管８０を通じて電極針５０の内部に供給された冷却水は、電極針５０の先端部を
冷凍させた後で回収されるが、電極針５０とフレキシブル管４０及び押し棒３０を通じて
回収される使用後の冷却水は、電極針５０とフレキシブル管４０及び押し棒３０の内周面
とガイド管８０の外周面との間にそれぞれ形成される隙間を通じて流動する。
【００６９】
　そして、押し棒３０の終端が第３ブロック７３の内部空間部に連通して結合されるので
、電極針５０とフレキシブル管４０及び押し棒３０を通して流動した使用後の冷却水は第
３ブロック７３に流れ込み、第３ブロック７３の内部空間部に連通する冷却水排出路７６
を通じて、第２ブロック７２及び第１ブロック７１を経て冷却水排出管２４に回収され、
最終的に外部に排出される。
【００７０】
　この時、冷却水の流動は、例えば、外部に別途に備えられるポンプ（図示せず）によっ
て可能であり、回収された冷却水の温度を低めて、冷却水供給管２３を通じて電極針５０
に再供給することも可能である。
【００７１】
　一方、ガイド管８０の先端部内部に温度測定センサー５１が備えられる。
【００７２】
　この温度測定センサー５１は、供給される冷却水の温度を確認するためのものであり、
温度測定センサー５１にはセンサーライン２５が連結される。
【００７３】
　この時、センサーライン２５は、第１ブロック７１のセンサーライン誘導管７７と、第
２ブロック７２の空間部、及びガイド管８０を順次に経て温度測定センサー５１に連結さ
れる。
【００７４】
　さらに、別途に備えられる高周波オシレータ（図示せず）から出力された高周波を電極
針５０に伝達するために、電極針５０の一側に電極ライン２６が連結されるが、この電極
ライン２６は、絶縁コーティングされた電線で形成され、高周波オシレータから把持部２
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１の終端に延びる。
【００７５】
　この時、電極ライン２６は、冷却水循環ブロック７０の外周面に沿ってシース管６０の
内部に延びるが、押し棒３０とフレキシブル管４０及び電極針５０の外周面と、シース管
６０の内周面との間に形成される隙間を通じて延び、電極針５０の外周面の一側に電極ラ
イン２６の先端が連結される。
【００７６】
　本発明の一実施形態によれば、図２及び図３に示したように、電極ライン２６は、第１
ブロック７１に挿入された後で折り曲げられて第１ブロック７１の終端に抜け出、冷却水
循環ブロック７０と押し棒３０及びフレキシブル管４０の外周面に密着して延びた後、電
極針５０の先端部外周面の一側に連結され、このような電極ライン２６の連結構成は必要
に応じて多様に設計変更できるということはいうまでもない。
【００７７】
　図４は、本発明の一実施形態によるフレキシブル管が備えられる高周波熱治療用電極装
置の使用状態図であり、さらに詳細には、内視鏡のワーキングチャネルを用いて高周波熱
治療を施す時の態様を示すものである。
【００７８】
　本発明の一実施形態によるフレキシブル管が備えられる高周波熱治療用電極装置１０の
作動は、次の通りである。
【００７９】
　内視鏡を用いて高周波熱治療を施す場合、内視鏡のワーキングチャネルに電極針５０を
挿入し、押し棒３０でフレキシブル管４０を押して電極針５０を病変部位に到逹させる。
【００８０】
　この時、押し棒３０とフレキシブル管４０及び電極針５０はシース管６０の内部に収容
された状態であり、摺動部２２の先端部は、内視鏡のワーキングチャネルにルアーロック
タイプに固定される。
【００８１】
　フレキシブル管４０は、所定の硬度を持ちながらも折り曲げられるので、例えば、体腔
や大腸などの人体内の管状器官の折れ曲がり形象に沿って電極針５０が容易に病変部位ま
で移動し、フレキシブル管４０を通じて伝達された圧入力によって組織内部に挿入される
。
【００８２】
　また、移動過程で、電極針５０はシース管６０の内部に収容されるので、電極針５０の
チップによる内視鏡装備や人体組織の損傷が防止される。
　電極針５０が病変部位に到逹すれば、図４に示したように、取っ手２０の把持部２１を
取って押してシース管６０から電極針５０の先端を突出させて組織内部に挿入させ、高周
波オシレータから電極ライン２６を通じて電極針５０に伝達される高周波出力を用いて高
周波熱治療を施す。
【００８３】
　この時、電極針５０の炭化現象を防止するために、電極針５０の内部に冷却水が循環供
給されるが、取っ手２０の終端に連結される冷却水供給管２３を通じて冷却水が供給され
れば、取っ手２０の内部に備えられる第１ブロック７１の冷却水供給路７５を通じて第２
ブロック７２に冷却水が流れ込む。
【００８４】
　次いで、第２ブロック７２から電極針５０の先端部まで延びるガイド管８０を通じて、
電極針５０の先端部まで冷却水が供給される。
【００８５】
　使われた冷却水は、電極針５０の内周面とガイド管８０の外周面との隙間、フレキシブ
ル管４０の内周面とガイド管８０の外周面との隙間、及び押し棒３０の内周面とガイド管
８０の外周面との隙間を順に通過して第３ブロック７３に戻り、冷却水排出路７６を通じ
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、このように回収された冷却水の温度を低めて冷却水供給管２３に再供給することもでき
る。
【００８６】
　この時、冷却水の温度は、電極針５０の先端部に位置する温度測定センサー５１によっ
て確認できる。
【００８７】
　図５は、本発明の他の実施形態によるフレキシブル管が備えられる高周波熱治療用電極
装置の使用状態図であり、さらに詳細には、内視鏡を用いずに高周波熱治療を施す時の態
様を示すものである。
【００８８】
　図５に示したように、本発明の他の実施形態によれば、取っ手２０の摺動部２２を引き
寄せてシース管６０から電極針５０を露出させ、電極針５０を病変部位の組織内部に挿入
させた後、高周波オシレータから電極ライン２６を通じて電極針５０に伝達される高周波
出力を用いて、病変部位の組織に対する高周波熱治療を施すことができる。
【産業上の利用可能性】
【００８９】
　本発明の一実施形態によるフレキシブル管が備えられる高周波熱治療用電極装置によれ
ば、電極針の終端に所定の硬度を持つフレキシブル管が備えられるので、病変部位まで折
れ曲がり挿入でき、病変部位の組織に電極針を差し込むための圧入力がフレキシブル管を
通じて十分に伝達され、よって、内視鏡のワーキングチャネルに挿入されて内視鏡を用い
る効果的な高周波熱治療を可能にする。
【００９０】
　また、電極針の内部に冷却水循環ラインが形成され、病変部位組織内の水分の蒸発を抑
制して電極針の炭化現象を防止するので、効率的な高周波熱治療が可能であり、電極針の
内部に備えられる温度測定センサーを通じて冷却水の温度など供給状態を確認できる。
【００９１】
　この時、フレキシブル管は、所定の硬度を持つので、フレキシブル管の折れ曲がりによ
って電極針の内部の冷却水循環ライン及びセンサーラインが折り曲げられて閉鎖されるか
、または短絡されることを防止できる。
【００９２】
　さらに、保管及び移動時、または内視鏡のワーキングチャネルへの挿入時に電極針はシ
ース管の内部に収容され、高周波熱治療など必要な場合にのみ外部に露出させられるので
、予想できなかった装備または組織の損傷を予め防止できる。
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摘要(译)

高频加热用电极装置技术领域本发明涉及一种高频加热用电极装置，在
本发明的一个实施方式中，在手柄的前方设有电极针，该电极针产生的
高频热使病变部位烧灼而引起坏死。 在该热处理用电极装置中，在手柄
和电极针之间设置有具有预定硬度且容易弯曲变形的挠性管，该挠性管
可以沿着内窥镜的工作通道插入到病变部位。 提供了一种用于高频热处
理的电极装置，其包括挠性管，其特征在于，在其中设置有冷却线。 [选
型图]图1
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